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「
児
童
・
生
徒
が
サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
被
害
に
逢
わ
な
い
た
め
に
」

と
い
う
内
容
で
、
埼
玉
県
警
察
ス

ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
よ
り
講
演
を
い
た
だ 

               

               

き
ま
し
た
。
現
代
の
子
ど
も
た
ち

を
取
り
ま
く
携
帯
電
話
事
情
を

学
び
、
家
庭
で
も
っ
と
子
ど
も
と

一
緒
に
話
し
合
う
場
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

続
い
て
、 

一
般
財
団
法

人 
い
じ
め
か

ら
子
供
を
守 

 
 
 
 
 
 
 

 
          

ろ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
井

澤
一
朗
氏
よ
り
「
ネ
ッ
ト
と
い
じ

め
の
関
係
に
つ
い
て
」
の
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

い
じ
め
問
題
に
お
い
て
は
、
自

分
の
子
ど
も
は
関
わ
っ
て
い
な

い
は
ず
と
思
わ
ず
、
学
校
の
先
生

等
と
連
携
を
取
り
合
い
、
親
も
し

っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち
を
見
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。 

 

参
加
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
「
た
い
へ
ん
参
考
に
な

っ
た
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
取
材 

大
久
保
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
） 

                    

               

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
各

学
期
が
始
ま
る
第
１
週
目
に
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

３
学
期
も
学
期
始
め
の
1
月

7
日(

火)

か
ら
実
施
し
ま
し
た
。 

あ
い
さ
つ
の
言
葉
掛
け
を
き 

              

               

っ
か
け
と
し
て
、
心
が
つ
な
が
る

こ
と
の
気
持
ち
よ
さ
に
気
づ
き

ま
す
。
ま
ず
は
親
が
し
っ
か
り
あ

い
さ
つ
を
心
掛
け
て
み
る
と
、
子

ど
も
は
、
親
を
見
て
真
似
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

              
朝の『おはようタイム』にあいさつ運動が行われまし

た。新年を迎え、元気な栄和っ子たちの「おはよう」

のあいさつが響きわたりました。（栄和小ＰＴＡ） 

 

「子どもは風の子」とよく言われます。寒さで身体が

震える朝でも、子どもたちは寒さを感じさせない元気

なあいさつをしてくれました。（大久保小ＰＴＡ） 

 

 

 

校長先生をはじめ保護者の方々、生徒たちの協力によ

り「あいさつ運動」が毎朝行われております。３学期

始めはとても寒い朝でしたが、いつもと変わらない元

気なあいさつが返ってきました。（大久保中ＰＴＡ） 

 

正門では地域の青少年指導員の方々も一緒にあいさつ

運動を行ないました。田島交差点をはじめ大きな交差

点にはＰＴＡの地区委員と先生方が立ち、安全確保と

あいさつの声掛けが行われました。（田島中ＰＴＡ） 
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平成 2６年３月５日 

広 報 紙 

さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
桜
区
連
合
会
『
平
成
25

年
度 

校
長
会
長
研
修
会
』
が
12
月
14
日(

土)

、
プ
ラ

ザ
ウ
エ
ス
ト
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
現
代
の
ネ
ッ
ト
と
い
じ
め
の
関
係 

今
、
大
人
が

で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
、
桜
区
内

の
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
約
２
０
０
名
が
研
修
会

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

「
親
が
正
し
い
知
識
と
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
学
校

と
連
携
を
取
り
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
感
じ
ま
し

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

スマートフォン利用による危険性、ＳＮ

Ｓやゲームサイトで発生している被害、

写真などの個人情報をネットに掲載さ

れることでの被害、さらに掲示板やブロ

グなどでの誹謗中傷など、事例を上げて

アドバイスをいただきました。 

県警ｽｸｰﾙ・ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

「ネット」と「いじめ」の関係について、

具体的な事例をお話しいただきました。

そして、いじめに関わる子どもたちの今

の状況や、子どもたちの心の問題、「い

じめ」が起きたときの対処方法について

の提言がありました。 

いじめから子供を守ろうﾈｯﾄﾜｰｸ 

平成25年度 校長会長研修会 

現
代
の
ネ
ッ
ト
と
い
じ
め
の
関
係 

今
、
大
人
が
で
き
る
こ
と 

いじめから子供を守ろうネットワーク

代表の井澤一朗氏 

校長、PTA 会長をはじめ各校ＰＴＡ会員約 200 名が参加 

代表委員が手作りの幕を持って元気にあいさつ（中島小ＰＴＡ） 

元気にあいさつしていますか 

桜区12校で「あいさつ運動」を実施 



2  さいたま市ＰＴＡ協議会桜区連合会 広報紙 さくら咲く 第７号    2014 年(平成 26 年) 3 月 5 日 水曜日 発行 

                                    

       

小
中
連
携
に
つ
い
て
は
、
４
つ

の
中
学
校
区
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

小
学
校
行
事
へ
中
学
生
が
参

加
し
た
り
、
小
中
合
同
の
音
楽
会

や
サ
ッ
カ
ー
大
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
た
り
等
、
小
・
中
学
校
の
連

携
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
小
・
中
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
前
年
度
日
程

に
不
都
合
が
生
じ
た
学
校
行
事

を
、
今
年
度
は
事
前
に
調
整
す
る

な
ど
着
実
に
連
携
が
前
進
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

              

防
犯
へ
の
取
り
組
み
つ
い
て

は
、
毎
朝
の
旗
振
り
、
下
校
・
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
自
転
車
プ
レ
ー

ト
な
ど
の
、
各
学
校
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
他
校
の
防
犯
へ
の
取
り
組

み
を
聞
き
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
や

積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ 

      

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
子
ど

も
た
ち
に
「
今
、
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
」
と
し
て
、
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
で
は
「
被
災
地
子
ど
も
支

援
ア
ル
ミ
缶
資
源
回
収
」
を
開
始

し
、
義
援
金
を
被
災
地
の
子
ど
も

た
ち
に
送
っ
て
い
ま
す
。 

              

ま
し
た
。 

副
会
長
会
に
参
加
し
て
、
学
校

を
良
く
し
た
い
と
い
う
副
会
長

の
み
な
さ
ん
の
熱
意
を
感
じ
ま

し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
副
会
長

会
で
し
た
。 

（
取
材 

神
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
） 

      

桜
区
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
な
ら
び
に
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
ア
ル

ミ
缶
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
法
で
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し

て
い
ま
す
。
全
体
回
収
の
あ
る 

              

             

第
二
火
曜
日
に
合
わ
せ
て
、
登
校

時
に
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
す
る
学

校
も
あ
れ
ば
、
専
用
の
回
収
箱
を

設
置
し
て
回
収
し
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
別
回
収

を
導
入
し
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
業

者
さ
ん
に
ア
ル
ミ
缶
を
別
カ
ウ

ン
ト
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

              

             

12
月
末
現
在
で
、
約
33
万
円

が
集
ま
り
ま
し
た
。
支
援
先
に
つ

き
ま
し
て
は
、
理
事
会
に
て
決
定

の
上
、
追
っ
て
ご
報
告
を
致
し
ま

す
。
少
し
で
も
被
災
地
の
子
ど
も

た
ち
の
お
力
に
な
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。 

（
桜
区
Ｐ
連 

事
業
委
員
会
） 

              

副
会
長
が
情
報
交
換 

副
会
長
会
開
催 

9
月
7
日
（
土
）、
副
会
長
会
（
幹
事
校 

大
久
保
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

が
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桜
区
内
小
・
中
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
が
一
同
に
集
ま
り
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
小
中
連
携
に
つ
い

て
」
と
「
防
犯
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
情
報
交
換
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
に
て
小
中
連
携
を

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議 

◇被災地子ども支援アルミ缶資源回収報告 

H25 年度/月 回収量：㎏ 金額：円 

前年度繰越 - 83,466 

4月 284.30 20,896 

5月 455.00 33,443 

6月 439.84 32,328 

7月 443.66 32,609 

9月 535.52 39,361 

10月 432.00 31,752 

11月 442.86 32,550 

12月 381.82 28,063 

12月まで合計 3,415.00 334,468 

※8月は回収を実施しておりません。 

※アルミ缶回収の他に地元企業の資源回収分や義

援金募金分などが加わります。 

「
ア
ル
ミ
缶
」
た
く
さ
ん
集
ま
る 

被
災
地
子
ど
も
支
援
ア
ル
ミ
缶
資
源
回
収 

◇桜区ＰＴＡ連合会 榎本雅昭会長に聞きました。 

 

●桜区ＰＴＡ連合会の役割、目指すべき姿を教

えてください。 

榎本：ＰＴＡは学校運営が順調に進むべくサポート

をして、子どもたちがより良い環境の中で学

校生活が送れるように支援していく組織で

す。そのために連合会は、理事会・副会長

会・事業委員会・広報情報委員会等の活動を

通じ、互いに情報を共有し単位ＰＴＡでの活

動に活かしていく、そのような役割りを担って

いると考えます。桜区 12 校が一丸となり、家

庭・学校・地域連携を深め、子どもたちの健

全育成を目指します。 

 

●本年 10 月 25 日(土)・26 日(日)に関東ブロックＰＴ

Ａ研究大会「さいたま市大会」が開催されます。 

榎本：「ささえ合い いのち尊び たくましく まごこ

ろつなぐ 子どもたちに」をスローガンに、１

日目に市内８会場で分科会、２日目に全体

会が行われます。桜区連合会は大宮区連合

会と共催で、第１分科会「地域連携」を担当し

ます。皆様のご協力をお願いします。 

 

●桜区のＰＴＡの皆様に一言お願いします。 

榎本：子どもたちのために、今何ができるのか

を共に考え活動していきましょう。今後と

も皆様のご理解、ご協力をお願いいたしま

す。ともに！今できることを！ 

毎月第二火曜日の登校時にアルミ缶を回収する

土合小ＰＴＡ(上)と神田小ＰＴＡ(下) 
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11
月
30
日(

土)

、
平
成
25
年

度
桜
区
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
式
が
プ
ラ
ザ
ウ
エ

ス
ト
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                            

   

４
４
８
１
点
作
品
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
桜
区
小
中
学
校
か

ら
12
名
の
交
通
安
全
標
語
が
入

選
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

浦
和
西
交
通
安
全
協
力
会
本

澤
繁
会
長
が
総
評
に
て
「
こ
の
安

全
標
語
は
広
い
範
囲
の
方
が
聞

い
て
い
ま
す
の
で
、
標
語
の
も
と

交
通
事
故
を
な
く
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。 

 

入
賞
作
品
は
、
市
報
さ
い
た
ま

桜
区
版
に
毎
月
１
作
品
ず
つ
紹

介
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
取
材 

大
久
保
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
） 

                  

11
月

19
日

(

火)

、
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
協
議
会
の

創
立
65
周
年
記

念
式
典
が
秋
篠
宮

同
妃
両
殿
下
を
お

迎
え
し
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

土
合
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
こ
の
度

「
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会 

長
賞
」
を
受
賞
し
、
式
典
に
お
い

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 
(

取
材 

土
合
中
Ｐ
Ｔ
Ａ) 

                   

                                   

                                   

                                   

日本ＰＴＡ会長賞 
土合中学校ＰＴＡが受賞 

交通安全標語コンクール表彰者 

■桜区ＰＴＡ連合会 平成 25 年度 活動報告  

月 日 事   業 

6 月 8 日 区 P 定期総会 

7 月 6 日 区 P 正副会長会 

7 月 6 日 区 P 広報情報委員会 

7 月 24 日 区 P 第 1 回 理事会 

8 月 17・18 日 市 P 舘岩少年自然の家視察研修 

9 月 2～6 日 第 2 学期 あいさつ運動 

9 月 7 日 区 P 第 1 回 副会長会 

10 月 1 日 桜区 P 連だより 第 3 号発行 

10 月 2 日 区 P 第 2 回 理事会 

10 月 4 日 市 P 教育委員会との交流会 

10 月 26・27 日 日 P 関東ブロック大会神奈川大会 

11 月 19 日 市 P 役員セミナー人権講演会  

11 月 26 日 区 P 第 3 回 理事会 

11 月 30 日 交通安全標語コンクール表彰式 

12 月 14 日 区 P 講演会(校長会長研修会) 

1 月 7～10 日 第 3 学期 あいさつ運動 

1 月 18 日 区 P 第 2 回 副会長会 

1 月 29 日 区 P 第 4 回 理事会 

3 月 5 日 広報紙 さくら咲く 第 7 号発行 

3 月 26 日 （予定）区 P 第 5 回 理事会 

5 月 29 日 （予定）区 P 新旧理事会 

交
通
安
全
標
語
12
作
品
を
表
彰 

土合中ＰＴＡ 田辺会長（中央） 

平成25年6月8日(土)に 

桜区ＰＴＡ連合会の定期総会が、 

開催されて以降、一年を通して 

理事会(6回)、副会長会(2回)、校長会長研修会、 

あいさつ運動、被災地子ども支援アルミ缶回収、市Ｐ・日Ｐの事業・研

修会、ほかさまざまな事業・活動が行われました。主な内容は左記のと

おりです。 

桜区ＰＴＡ 検索 

http://www.saitama-city-pta.jp/06_sakura_ku/index.html 

桜区ＰＴＡ連合会のホームページアドレスが変わりました。 

みなさんのＰＴＡ活動が載っています 

 桜区小・中学校 

12校ＰＴＡの活動が 

掲載されています。 

ホームページを 

ご覧ください。 

 

▼
桜
区
長
賞 

ス
マ
ホ
見
て 

ま
わ
り
の
危
険 

見
え
ま
す
か 

土
合
中
１
年 

小
美
野 

紗
世 

▼
浦
和
西
警
察
署
署
長
賞 

反
射
材 

つ
け
て
守
ろ
う 

命
の
光 

上
大
久
保
中
１
年 

久
保
田 

泰
生 

▼
浦
和
西
交
通
安
全
協
会
会
長
賞 

 
 

こ
な
い
だ
ろ
う 

ゆ
る
ん
だ
気
持
ち 

事
こ
の
も
と 

中
島
小
４
年 

前
田 

倖
汰 

▼
さ
い
た
ま
市
交
通
安
全
保
護
者
の
会
（
母
の
会
） 

桜
支
部
長
賞 

自
転
車
も 

車
と
同
じ 

ル
ー
ル
で
す 

大
久
保
小
４
年 

岩
渕 

大 
 

▼
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
賞 

通
学
路 

そ
こ
で
ス
ピ
ー
ド 

だ
さ
な
い
で 

田
島
小
６
年 

新
山 

雄
大 

 

【
入
賞
】
山
下
一
実
（
土
合
小
３
年
）
▽
鈴
木
琥
太
郎
（
栄

和
小
２
年
）
▽
井
上
直
紀
（
大
久
保
東
小
１
年
）
▽
小
林
佑

ノ
介
（
新
開
小
６
年
）
▽
津
吹
萌
里
（
神
田
小
４
年
）
▽
杉

永
悠
々
（
大
久
保
中
２
年
）
▽
五
味
渕
達
也
（
田
島
中
３
年
） 

▲桜区交通安全標語コンクール入賞作品…交通安全標語コンクールは、さいた

ま市交通安全保護者の会(母の会)桜支部と桜区ＰＴＡ連合会の共催事業です。 

 
 

凡
事
徹
底 

 

永
年
に
渡
り
、
多
く
の
会
員

の
方
々
が
当
た
り
前
の
事
、
平

凡
な
事
を
非
凡
に
努
め
て
来
た

結
果
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
『
凡
事
徹
底
』
に

努
め
、
多
く
の
会
員
が
関
心
を

持
ち
、
関
わ
っ
て
行
く
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
目
指
し
、
こ
の
賞
を
汚
さ
ぬ

様
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

土
合
中
Ｐ
Ｔ
Ａ 
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平成 25 年度 桜区ＰＴＡ連合会 広報情報委員 

土 合 小 ＰＴＡ 山 田  明 子 嶋 田  里 美 

大 久 保 小 ＰＴＡ 石塚 小夜子 田 宮  教 子 

栄 和 小 ＰＴＡ 乾  麻由子 上之園 聡子 

田 島 小 ＰＴＡ 太 田  禎 治 片 貝  弘 枝 

大久保東小 ＰＴＡ 塚 越  千 草 和田 智代江 

新 開 小 ＰＴＡ 前 田  美 佳 平山 あゆみ 

神 田 小 ＰＴＡ 川 上  夏 希 境   梨 恵 

中 島 小 ＰＴＡ 原   綾 赤嶺 真由美 

土 合 中 ＰＴＡ 諸隈 登三子 木 内  智 子 

大 久 保 中 ＰＴＡ 小 菅  順 子 佐藤 美和子 

田 島 中 ＰＴＡ 山 本  紀 子 山﨑 るみ子 

上大久保中 ＰＴＡ 岡 野  享 子 高 野  直 美 

※上記 24 名の委員の皆さんに一年間、取材のご

協力をいただきました。ありがとうございました。 

 

＊ ＊ ＊ 編 集 後 記 ＊ ＊ ＊ 

桜区ＰＴＡ連合会広報情報委員会では、10 月

に「桜区Ｐ連だより」、3 月に広報紙「さくら咲く」を

発行し、各校ＰＴＡや桜区ＰＴＡ連合会の取り組み

を掲載させてだいております。今後のＰＴＡ活動、

また、子どもたちのより良い学校生活のためにお

役立ていただけましたら幸いです。 

 

委 員 長 陶 山  功  副 会 長 小島 章禎 

副 委 員 長 高橋 公一  副 委 員 長 関根 善隆 

サポーター 桜井 直人    

 
土合小学校ＰＴＡ 大久保小学校ＰＴＡ 田島小学校ＰＴＡ 大久保東小学校ＰＴＡ 栄和小学校ＰＴＡ 新開小学校ＰＴＡ  

土合中学校ＰＴＡ 大久保中学校ＰＴＡ 田島中学校ＰＴＡ 上大久保中学校ＰＴＡ 神田小学校ＰＴＡ 中島小学校ＰＴＡ  
さいたま市 PTA 協議会 

    

親
子
で
作
る
お
正
月
飾
り 

土
合
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

12
月
7
日(
土)
、
「
親
子
で
作

る
お
正
月
飾
り(

わ
ら
細
工)
講
習

会
」
を
行
い
、
28
組
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
わ
ら

に
触
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
終
了
後
に
「
お
し
る
こ
」

が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。 

読
み
聞
か
せ
会 大

久
保
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

11
月
11
日(

月)

、
読
み
聞
か
せ

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
本
の
好

き
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

く
」
と
い
う
活
動
目
的
の
も
と
、

３
名
の
保
護
者
の
方
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
感
情
の
こ
も
っ
た
読
み

聞
か
せ
に
、
児
童
た
ち
は
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

栄
和
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

12
月
9
日(

月)

、
10
日(

火)

枯
れ
葉
集
め
を
行
う
「
緑
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
早
朝
よ
り
22
名
の
保
護
者

が
参
加
し
、
校
地
内
外
の
枯
れ
葉

集
め
と
花
壇
の
花
植
え
を
行
い

ま
し
た
。
お
か
げ
で
見
違
え
る
く

ら
い
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

４
校
合
同
音
楽
会 田

島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

12
月
14
日(

土)

、
田
島
小
学

校
の
体
育
館
に
お
い
て
田
島
中

吹
奏
楽
部
と
田
島
小
、
新
開
小
、

西
浦
和
小(

南
区)

の
各
金
管
バ

ン
ド
に
よ
る
４
校
合
同
音
楽
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
、

最
後
は
全
員
で
合
唱
を
し
て
、
４

校
の
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
ち
探
検 

大
久
保
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

10
月
24
日(
木)
、
２
年
生
に

よ
る
「
ま
ち
探
検
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
住
ん
で
い
る
街
に
ど
ん
な

お
店
が
あ
っ
て
ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
が

探
検
し
ま
す
。
道
中
あ
ぶ
な
く
な

い
よ
う
に
、
ま
た
お
店
に
失
礼
の

な
い
よ
う
に
、
保
護
者
た
ち
が
見

守
り
ま
し
た
。 

       

し
び
ら
き
っ
子
ま
つ
り 

新
開
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

11
月
2
日(

土)

、
し
び
ら
き

っ
子
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
校
庭
で
は
各
団
体
の
売
店
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
リ
ン
グ
、
く
じ
引

き
な
ど
が
行
わ
れ
、
校
舎
内
や
体

育
館
で
は
バ
ザ
ー
や
つ
り
堀
、
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
家
族
や
友
だ
ち
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

オ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

神
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

11
月
9
日
（
土
）、
オ
レ
ン
ジ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
カ
レ
ー
・
や
き
そ
ば
の
売

り
場
は
、
食
券
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
で
大
行
列
と
な
り
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
、
寄
贈
品
や
「
オ
レ

ン
ジ
マ
マ
」
に
よ
る
手
作
り
品
、

桜
高
等
学
園
の
手
作
り
品
な
ど

の
販
売
が
行
わ
れ
、
み
ん
な
笑
顔

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

カ
ル
タ
大
会 

中
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ 

12
月
14
日(

土)

、
カ
ル
タ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
読
み
札
が

読
ま
れ
る
と
、
と
て
も
速
い
ス
ピ

ー
ド
で
絵
札
を
取
る
白
熱
し
た

戦
い
に
な
り
ま
し
た
。
終
了
後
は
、

育
成
会
手
作
り
の
あ
た
た
か
い

お
し
る
こ
を
、
親
子
で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
ん
な
笑
顔

に
な
り
ま
し
た
。 

 

地
区
懇
談
会 

土
合
中
Ｐ
Ｔ
Ａ 

11
月
9
日(

土)

、
土
合
中
、

土
合
小
、
栄
和
小
、
中
島
小
の
４

校
に
お
け
る
学
校
、
家
庭
、
地
域

か
ら
約
150
名
が
出
席
し
地
区
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
自
転
車
事
故
や
携
帯
電

話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
犯
罪
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
講
演
会 

大
久
保
中
Ｐ
Ｔ
Ａ 

      

12
月
5
日(

木)

、
「
夢
工
房
未

来
く
る
先
生
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」

が
全
盲
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
島
筒
英

夫
さ
ん
を
講
師
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は

必
ず
自
分
の
力
に
な
る
事
、
自
分

を
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
の
あ

り
が
た
い
手(

黄
金
の
手)

の
事
な 

ど
、
心
温
ま
る
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

親
子
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 

田
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ 

11
月
26
日(

火)

、
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

「
親
子
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も

と
の
か
か
わ
り
方
や
接
し
方
を

学
び
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

上
中
フ
ァ
ー
ム 

上
大
久
保
中
Ｐ
Ｔ
Ａ 

11
月
12
日(

火)

、
さ
つ
ま
芋

の
収
穫
を
し
ま
し
た
。
給
食
委
員

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
で
雑
草
を
抜
き
、

さ
つ
ま
芋
を
掘
り
ま
し
た
。
か
な

ぶ
ん
の
幼
虫
の
多
さ
に
悲
鳴
が

あ
が
る
中
、
芋
ほ
り
は
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
さ
つ
ま
芋
は
、

生
徒
た
ち
の
給
食
の
一
品
に
な

る
そ
う
で
す
。 

                      
             

理髪店を探検する子どもたち 

ピアニスト島筒英夫さん 

関東ブロックＰＴＡ研究大会  さいたま市大会が開催されます 

さえ合い    のち尊び    くましく    ごころつなぐ    どもたちに  さ  い  た  ま  子 

平成 26 年 10 月 25 日(土)・26 日(日) 開催  未来につなげる大会にしましょう。 


